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�開��「�でも使える���のあり�を�える地域円卓��」
⽇ 時�2023年9⽉9⽇（⼟）14:00〜17:00
場 ���野������センター2�ホール
��者�45�（⾃��等地域��、����、⾏政等）
主���野��∕�野�����員�   �����NPO��まちなか研��わくわく
協⼒��野������協��∕��財団��みらいファンド沖�

本誌の記事：

論点提供者

喜友� 和佳� �

 ��間�⼆⼩���は、�くの���や��のほか、喜友��（ちゅんなーがー）

などの��財にも恵まれ、また、開発中の⻄��間�宅地�にも��するなど、暮ら

しやすく、�来性の�い地域です。��内には３つの⾃��があり、�共��である

���をそれぞれの⾃��が�理・��しており、サークルやミニデイサービスなど

地域の�に利⽤されていますが、⾃����者の減�などに�い、���の利⽤も減

�しています。⾃��への��・未��や年�・性別にかかわらず、�くの�が気軽

に�い、�流できる�点となるにはどのようなことが必�なのか、��間�⼆⼩��

�（��間三�、�城�、喜友��）をモデルに���の未来について、�回の円卓

��で�えてみませんか。

 ぎのわん地域づくり�2023では「�でも使える���のあり�を�える地域円卓��」と題し�開��を開
�しました。「��間�⼆⼩���内の⾃����が、�け�てなく�でも使える地域活動の�点となるに

は、どのような�題があるか�える。」をテーマに、喜友�和佳�さん（�野�� ����� ��協働� �
�）から論点提供をいただき、�9�の��者、45�の��者とともに、円卓��で�論を�わしました。

公開講座を開催しました！



      �1回��は⇒⇒⇒
      内����式、��間�⼆⼩���内活動発�〜�ある地域活動と��い知る〜
      ⽇時�2023年10⽉7⽇（⼟）10:00〜16:00
      場����間�三����

��喜 �� �
��間三�⾃�� ��
どれだけの�が⾜を�び、利⽤してくれる

かで、この���の価�が決まると思う。

�が�まる���にするために、いろいろ

仕掛けていかないといけない。「⾃��の

�さま」という呼びかけを「��の�さ

ま」に�えていきたい。

 �地 利⾹ �
 ��間中��地域コーディネーター
地元は��間三�で、現在3�の�。不�
�の�どもたち向けに⾃��につなぐ�り

�みをしている。��も��と⽣徒と、⾃

��をはじめとした地域の�さんとの架け

橋となれるよう�めていきたい。

 �川 �� �
�野������協��

地域��コーディネーターとして地域�え

�い活動�員�（⾃��）と地域�題に向

けた�り�みを⾏っている。よりよい地域

づくりを⽬指して⽇々�闘している。

�内 ⼀郎 �
 株式��FMぎのわん 代����
コロナ�で地域�援�を�立。⾃��への

�き�りをもとに、�業ができることとし

てフードバンクや�事代⾏事業「⼿�いマ

ン」を⾏っている。

�城 潤 �
那覇�若狭��� ��
「つながり」は⼤事。でもつながり⇔しが

らみになる。��り⾃由なゆるいつながり

を、��につくれる可�性が���にはあ

る。�しんでいる�を情�発�し、�を�

き�む。やりたい�のアイデアを⼩さくや

ってみることが⼤切。

背戸 �史 �
 琉�⼤� 地域�����構 �授
��、�災、��など、⾏政は⾃��へ

�々な��を負わせている。そのことによ

り�こる⾏政サービスのもれという構�を

�え�さなければいけない。また、地域の

�⽣や�業の��を促すことで�しい��

がうまれるのではないか。

着席者の声

【��のアプローチの�向性】（提�）

�野��の⾃����は、地域��の徒��にあり、スペースも⼤きく、常�スタッフもいる等、��にと

って⼤切な��である。

1.これからは、これまで���を利⽤してこなかった�々への��しを向け、��が「どこかで�がってい
る状�」を⽬指したい。ただし、⾃���員の�だけ�重負担をかけない仕�みは重�（例����理等業

�にITツールを�り�れる等）

2.���活⽤に�する情�発�を⾒�し、まずは、主体性をもって�り�む��のアイデアを活⽤したい。
あらたな「�き�み」からさずかった���活⽤の�々な��を�⾏・発�していくことが⼤切。さらに�

�は�業や�⽣など、��の�材活⽤も�野に�れ、�流�⼝も�やしていこう。

3.地域内でどこかで�かが�がっている状�をつくることは、なかなかメソッドになりにくい。���を活
⽤した�しいつながり（�回のぎのわん地域づくり�⽣等）に�する助成等を�しながら��を�発させて

いく事業も併せて⾏うことが�の�り�みとして重�かと�える。

円卓��の�告書は、��財団��みらいファンド沖�のホームページからご�になれます。

下�のURL、または右�のQRコードからどうぞ。
https://miraifund.org/l_roundtalbes/ginowankouminkan/


